
アルカリ金属とアルカリ土類金属 

 

【目的】  

アルカリ金属元素とアルカリ土類金属元素の性質や反応について理解を深める。 

【準備】  

試験管（5本）、誘導管、試験管ばさみ、ロート、ろ紙、ピンセット(2 本）、時計皿 

ガラス棒、ガスバーナセット、10mL メートルグラス、ユニバーサル試験紙 

金属 Ca、水酸化ナトリウム NaOH、生石灰 CaO、石灰石 CaCO3、3 mol/L 塩酸、蒸留水 

  

【操作】 

① 試験管Ａに蒸留水を 10mL 入れ、金属 Ca 粒 3 個をピンセットで加える。反応の様子を

観察する。 

変化の様子                                          

② 試験管Ａの水溶液をガラス棒でユニバーサル試験紙につけ、呈色から pH を調べる。 

pH =            

③ NaOH 1粒をピンセットで時計皿にとり、しばらく放置して変化を観察する。 

変化の様子                                           

④ 試験管Ｂに蒸留水を 5mL入れ、NaOH 3粒をピンセットで加える。良く振り、温度変化

の様子を手で触り観察する。この水溶液をガラス棒でユニバーサル試験紙につけ、呈

色から pH を調べる。 

pH =           

温度変化の様子；                              

⑤ 生石灰 CaO 全部( 4ｇ)を試験管Ｃに入れ、蒸留水 10mL を 3 回くらいに分けて、少しず

つ加え、振る。温度変化の様子を手で触り観察する。 

温度変化の様子；                              

⑥ 試験管Ｃをろ過してろ液を試験管Ｄにとる。この水溶液をガラス棒でユニバーサル試

験紙につけ、呈色から pH を調べる。 

pH =           

⑦ 試験管Ｅに石灰石 CaCO3 全部(6～7 粒)を入れて、3mol/L 塩酸 10mL を加えて反応させ

る。発生した気体を、試験管Ｄに充分通じて変化の様子を観察する。（図を参照） 

 最初                            過剰                               

⑧ 試験管Ｄをガスバーナーで加熱し、水溶液の変化の様子を観察する。突沸が起こらな

いように常に試験管を振り続けること。（右図を参照） 
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【考察】  

1. 操作①で起こる反応を化学反応式で示せ。 

 

反応式；                                           

2. 操作②、④、⑥の pH からそれぞれの溶液の液性をまとめよ。 

 

試験管Ａ         Ｂ         Ｃ          

 

3. 操作③で起こった変化を何というか。             

 

4. 操作⑦で、CaCO3と塩酸の反応と、気体を通じた試験管 D 内の変化、⑧で加熱したとき

の変化を化学反応式で示せ。 

CaCO3と塩酸の反応；                                                         

気体を通じたとき； 最初                                                      

気体を通じたとき； 過剰                                                      

加熱したときの反応；                                                          

【感想・反省】  
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